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野
党
は
９
日
、
国
会
内

で
合
同
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開

き
、
広
渡
清
吾
、
大
西
隆

日
本
学
術
会
議
元
会
長
か

ら
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

広
渡
氏
は
、
任
命
拒
否

は
「
政
治
が
科
学
に
対
し

て
ど
う
向
き
合
う
こ
と
が

必
要
か
、
と
い
う
根
本
問

学
術
会
議
任
命
拒
否

元
会
長
２
氏
、
違
法
性
指
摘

　

首
相
は
要
件
に
照
ら
し
説
明
を　

広
渡
氏

　

学
問
の
自
由
を
制
約
す
る
問
題　

大
西
氏

【
う
ら
へ
続
く
】

　

菅
首
相
の
日
本
学
術
会

議
人
事
介
入
問
題
。「
驚
い

た
。
学
術
会
議
の
推
薦
を

拒
否
す
る
な
ん
て
前
代
未

聞
だ
」「
菅
首
相
は
『
総
合

的
、
俯
瞰
的
』
と
い
う
が

説
明
に
な
っ
て
い
な
い
」

「
学
術
会
議
が
緊
急
集
会

を
開
き
強
く
反
発
、
拒
否

理
由
の
説
明
を
求
め
た
」

「
学
問
の
自
由
へ
の
政
治

介
入
は
許
さ
れ
な
い
」「
拒

否
さ
れ
た
６
人
は
安
倍
政

権
の
安
全
保
障
関
連
法
や

共
謀
罪
法
な
ど
に
反
対
し

載
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
８
日
、９
日
と
も
東
京
都

で
２
０
０
人
以
上
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
」「
ロ
ッ
テ

球
団
で
８
人
の
選
手
を
含

む
コ
ー
チ
や
ス
タ
ッ
フ
13

人
が
感
染
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
感

染
。「
緊
急
入
院
し
た
。
症

状
が
一
晩
で
悪
化
し
高
熱

が
出
た
よ
う
だ
」「
未
承
認

薬
や
レ
ム
デ
シ
ベ
ル
な
ど

を
投
与
さ
れ
た
」「
す
ぐ
に

英科学誌『ネイチャー』社説で
学術会議会員任命拒否問題

　　“学術の独立を侵害”

　
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』６
日
付

は
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
政
治
を
報
道

す
る
必
要
が
あ
る
理
由
」

と
題
す
る
社
説
を
掲
載
。

　

社
説
は
、
学
術
の
独
立

尊
重
の
原
則
が
世
界
中
で

圧
力
を
受
け
て
い
る
と
指

摘
。
そ
の
例
と
し
て
ブ
ラ

ジ
ル
の
国
立
宇
宙
研
究
所

の
所
長
解
任
と
と
も
に
、

「
日
本
で
は
菅
義
偉
首
相

が
こ
れ
ま
で
政
府
の
科
学

政
策
に
批
判
的
だ
っ
た
６

人
の
学
者
の
日
本
学
術
会

議
会
員
へ
の
任
命
を
拒
否

し
た
」
こ
と
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

題
に
触
れ
る
問
題
だ
」
と

し
て
、
学
問
の
自
由
を
脅

か
す
恐
れ
を
指
摘
。
日
本

学
術
会
議
の
会
員
の
選
考

基
準
は
、同
法
17
条
で「
優

れ
た
研
究
又
は
業
績
の
あ

る
科
学
者
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
、「『
こ
の

人
は
会
員
の
資
格
は
な

い
』
と
首
相
が
言
う
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
要
件
に
照

ら
し
て
ど
う
か
と
い
う
こ

と
を
言
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」「
日
本
学
術
会
議
法

に
反
し
た
判
断
に
導
く
恐

れ
の
あ
る
首
相
の
行
動
は

誤
っ
て
い
る
と
し
か
い
い

よ
う
が
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

大
西
氏
は
、
日
本
学
術

会
議
の
会
員
選
考
過
程
に

つ
い
て
説
明
し
、「
法
律
に

書
い
て
い
る
選
考
基
準
と

は
違
う
基
準
が
適
用
さ
れ

て
、
任
命
が
拒
否
さ
れ
た

と
な
れ
ば
、
法
律
違
反
に

な
る
」と
指
摘
。「
今
回
の

問
題
は
、
学
問
の
自
由
を

制
約
す
る
問
題
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

て
い
た
」「
拒
否
さ
れ
た
人

が
、『
国
民
み
ん
な
の
問
題

だ
』
と
言
っ
て
い
た
」「
英

科
学
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

や
米
科
学
誌
『
サ
イ
エ
ン

ス
』
に
も
批
判
記
事
が
掲
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

21 年度概算要求
  軍事費過去最大 5.5 兆円
コロナ禍でも大軍拡
「敵基地攻撃」「イージス代替」費も

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
を
め
ぐ
り
、
原
発

被
害
に
あ
っ
た
住
民
約

３
６
０
０
人
が
提
訴
し
た

福
島
原
発
訴
訟
で
９
月
30

日
に
控
訴
審
判
決
。
高
裁

で
の
判
断
は
は
じ
め
て
で

す
。 原

発
事
故
高
裁
判
決

国
の
責
任
逃
れ
は
も
う
通
用
せ
ぬ

　
　

判
決
に
従
っ
て
被
害
救
済
を

　

仙
台
高
裁
は
、
政
府
が

２
０
０
２
年
の
地
震
予
測

の
「
長
期
評
価
」
に
基
づ

き
試
算
し
て
い
れ
ば
、
原

発
の
敷
地
を
超
え
る
津
波

の
襲
来
を
予
見
で
き
た
と

し
て
対
策
を
講
じ
な
か
っ

た
責
任
を
断
罪
。
ま
た
政

府
が
（
長
期
評
価
に
関
す

る
）
不
誠
実
と
も
い
え
る

東
電
の
報
告
を
唯
々
諾
々

と
受
け
入
れ
た
こ
と
な
ど

を
厳
し
く
指
摘
。
国
と
東

電
に
総
額
約
10
億
１
０
０

０
万
円
の
損
害
賠
償
の
支

払
い
を
命
じ
ま
し
た
。

　
「
安
全
神
話
」に
固
執
し

責
任
を
放
棄
し
た
国
の
不

作
為
が
未
曽
有
の
事
故
を

招
き
ま
し
た
。
国
と
東
電

は
上
告
を
断
念
し
、
被
害

救
済
と
原
状
回
復
に
責
任

を
果
た
す
べ
き
で
す
。

退
院
し
た
け
ど
、
隔
離
し

な
い
の
？
」「
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
集
団
感
染
が
発
生

し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
。「
化
学
賞

Ｆ
Ｐ
）
が
選
ば
れ
た
」「
Ｗ

Ｆ
Ｐ
は
『
平
和
と
、
飢
餓

ゼ
ロ
が
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
を
、
世
界
に
強
く
思

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
』

と
コ
メ
ン
ト
し
た
」「
日
本

人
の
受
賞
は
な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

巨
人
の
菅
野
選
手
が
プ

ロ
野
球
の
開
幕
投
手
13
連

勝
を
記
録
（
６
日
）。「
連

勝
記
録
は
66
年
の
堀
内
恒

夫
氏
の
球
団
記
録
に
並
ん

だ
」「
平
成
生
ま
れ
の
初
の

１
０
０
勝
も
達
成
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
雨
続
き
で
11
月
の
気

温
だ
」「
冬
物
衣
類
を
あ
わ

て
て
引
っ
張
り
出
し
た
」

「
台
風
14
号
は
そ
れ
て
よ

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ド
ン
グ
リ
、椎
の
実
な

　

２
０
２
１
年
度
予
算
の

軍
事
費
概
算
要
求
が
、
過

去
最
大
の
約
５
兆
５
千
億

円
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
第
２
次

安
倍
内
閣
発
足
以
降
軍
事

費
は
８
年
連
続
で
増
加
し
、

６
年
連
続
で
過
去
最
大
を

更
新
し
て
い
ま
す
。

　

菅
政
権
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
下
の
厳
し
い
経

済
ひ
っ
迫
の
中
、
安
倍
前

政
権
の
大
軍
拡
路
線
を
継

承
。
配
備
を
断
念
し
た

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」

の
代
替
と
な
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
迎
撃
装
備
費
用
、
さ

ら
に
Ｆ
３
５
Ｂ
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
の
追
加
導
入
と

「
い
ず
も
」型
護
衛
艦
の
改

修
、
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ

ル
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

ど
が
よ
く
落
ち
て
い
る
」

「
近
所
の
柿
の
実
が
ヒ
ヨ

ド
リ
や
カ
ラ
ス
に
食
わ
れ

て
い
た
」「
雨
で
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
き
れ
い
」

菅
首
相 

番
記
者
と
オ
フ
レ
コ
懇
談
会

正
式
な
記
者
会
見
・
国
会
で
説
明
責
任

果
た
せ

10
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動

日
時

：

10
月
19
日
（
月
）
18
時
30
分
～

場
所

：

衆
議
院
第
2
議
員
会
館
前
を
中
心
に

共
催

：

戦
争
さ
せ
な
い
・
9
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
／
安
倍
9
条
改
憲
NO
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

（
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
／
マ
ス
ク
／
で
き
る
だ
け
プ
ラ

カ
ー
ド
持
参
）

　

日
本
学
術
会
議
へ
の
人

事
介
入
が
大
問
題
と
な
る

な
か
、菅
首
相
は
３
日
、オ

フ
レ
コ
の
朝
食
懇
談
会
を

開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た

の
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
の
首

相
番
記
者
。
90
分
も
共
に

過
ご
し
な
が
ら
大
手
メ

は
ゲ
ノ
ム
編
集
の
新
た
な

手
法
を
発
見
し
た
２
人
の

女
性
学
者
に
決
ま
っ
た
」

「
物
理
学
賞
は
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
が
実
在
す
る
こ
と

を
理
論
と
観
測
で
示
し
た

３
人
に
贈
ら
れ
る
」「
平
和

賞
は
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ

デ
ィ
ア
が
懇
談
内
容
を

い
っ
さ
い
報
じ
な
い
異
常

な
事
態
で
す
。「
会
食
よ
り

も
会
見
を
」
な
ど
と
し
て

「
朝
日
」「
東
京
」「
京
都
」

の
３
社
は
欠
席
し
た
と
い

い
ま
す
。

　

安
易
に
こ
う
し
た
懇
談

会
に
出
席
し
て
い
て
は
マ

ス
コ
ミ
本
来
の
役
割
と
さ

れ
る
権
力
監
視
が
果
た
せ

る
の
か
大
変
疑
問
で
す
。

　

菅
首
相
は
オ
フ
レ
コ
懇

談
会
で
な
く
、
直
ち
に
公

式
の
首
相
会
見
や
国
会
を

開
い
て
説
明
責
任
を
果
た

す
べ
き
で
す
。


